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(百万円未満切捨て)
１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～ 2021年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 344,612 △25.5 7,098 － 8,293 － 6,528 －

2020年３月期 462,364 △14.6 △28,668 － △28,777 － △29,058 －

(注) 包括利益 2021年３月期 6,892 百万円 ( －％) 2020年３月期 △29,390 百万円 ( －％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年３月期 84 72 － 14.6 3.3 2.1

2020年３月期 △377 07 － △51.7 △10.6 △6.2

(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 2,777百万円 2020年３月期 1,248百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 253,007 48,188 19.0 623 28

2020年３月期 245,504 41,297 16.8 534 02

(参考) 自己資本 2021年３月期 48,031百万円 　2020年３月期 41,153百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年３月期 22,762 △4,056 △16,712 12,336

2020年３月期 4,917 241 △4,011 10,474

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00 － － －

2021年３月期 － 0 00 － 10 00 10 00 772 11.8 1.7

2022年３月期(予想) － － － － － －

　（注）現時点では、2022年３月期の配当予想額は未定です。配当予想の開示が可能となった段階で公表いたし

　 ます。

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 147,900 △9.1 △3,500 - △3,400 - △3,500 - △45 42

通 期 394,700 14.5 2,700 △62.0 1,900 △77.1 1,700 △74.0 22 06
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期 78,183,677 株 2020年３月期 78,183,677 株

② 期末自己株式数 2021年３月期 1,121,198 株 2020年３月期 1,121,198 株

③ 期中平均株式数 2021年３月期 77,062,479 株 2020年３月期 77,062,482 株

　

(参考) 個別業績の概要

１．2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 336,460 △25.9 6,623 － 5,159 － 4,110 －

2020年３月期 454,032 △15.0 △29,145 － △26,665 － △26,767 －
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2021年３月期 53 23 －

2020年３月期 △346 65 －

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 236,274 31,571 13.4 408 86

2020年３月期 228,994 27,083 11.8 350 74

(参考) 自己資本 2021年３月期 31,571百万円 　2020年３月期 27,083百万円

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料５ページ「今後の見通し」

をご覧ください。

当社は、2021年５月17日（月）から一定期間、決算説明会の動画を当社ホームページ上で配信する予定です。こ

の動画内で使用する決算説明資料については、TDnetで同日開示するとともに、当社ホームページへ掲載する予定で

す。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　 【当社グループを取り巻く事業環境】

　期初１バレルあたり21ドル台で始まったドバイ原油価格は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う経済活動の

停滞等により、４月下旬には13ドル台まで下落しました。その後はＯＰＥＣプラスによる協調減産合意や経済活動

再開の動きなどに伴う石油需給の引き締まりへの期待等により上昇しましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡

大による世界経済への停滞懸念等が上値を抑える展開となり10月までは概ね40ドル台前半で推移しました。その後、

11月に入ると新型コロナワクチンの開発進展等により上昇基調となり、12月には51ドル台まで上昇しました。１月

以降もＯＰＥＣプラスによる協調減産の継続に加え、サウジアラビアによる自主的追加減産の実施等から上昇基調

が継続し、３月末には63ドル台となりました。この結果、期中平均では前期を15ドル下回る約45ドルとなりまし

た。

一方、期初１ドル107円台半ばで始まった外国為替相場は、一時的に109円台まで円安が進んだものの、その後は

米中関係悪化懸念、米国での新型コロナウイルス感染症の拡大を背景とした大規模な財政出動と超緩和的な金融政

策等を受けて円高が進み、１月には102円台後半となりました。その後、米国経済の早期正常化期待を背景とした米

国金利の上昇等を受けて円安が進行し、３月末は110円台後半で終了しました。この結果、期中平均は前期より約３

円の円高となる約106円となりました。

　石油製品の国内需要につきましては、ガソリンは外出自粛による乗用車走行距離の減少等により前期比92.1％、

ジェット燃料は旅客輸送需要の減少等により前期比53.1％、軽油は貨物輸送量の減少等により前期比94.7％となり、

いずれも前期を下回りました。一方で灯油は、記録的な暖冬であった昨年度に比べ、強い寒波による堅実な需要が

あったことから前期比106.4％となりました。この結果、燃料油総量としては、前期比93.8％の需要となりました。

【当社グループ事業の状況】

＜石油精製・販売事業＞

　前期に実施した小規模定期修理の影響が解消したものの、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う需要減少等に

より、原油処理量は、前期に比べ5.1％減となる6,742千キロリットルとなりました。なお、常圧蒸留装置の稼働率

は、年度平均で81.2％となりました。

　当社の当期における石油製品及び石油化学製品等の販売数量につきましては、前期に実施した小規模定期修理の

影響が解消したものの、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う需要減少等により、前期に比べ3.4％の減少となる

7,140千キロリットルとなりました。

　油種別では、需要減少の影響を特に大きく受けて、ガソリンは前期比7.5％、ジェット燃料は同32.7％の減少とな

りましたが、灯油は同16.5％、軽油は同5.2％、ベンゼン・キシレンは同2.4％の増加となりました。

＜グループ会社の動き＞

　PETRO PROGRESS PTE LTDはシンガポールに本拠を置き、当社の重要な海外拠点として、引き続き、原油及び石油

製品の調達、販売等の営業活動を行っております。

　日本オイルエンジニアリング株式会社は、主たる事業としての石油・天然ガスの開発・生産分野でのエンジニア

リング・コンサルティング事業に加え、二酸化炭素を利用した原油の増進回収（ＣＯ２－ＥＯＲ）及び二酸化炭素の

回収貯留（ＣＣＳ）技術、地熱発電等に関するエンジニアリング・コンサルティング事業を通じて低炭素社会の実

現に向けた取り組みも行っております。なお、当社は2021年３月31日に同社を直接子会社としました。
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【連結業績の概要】

　このような事業環境のもと、当期の連結業績につきましては、売上高は、前期の小規模定期修理の影響が解消し

たものの、新型コロナウイルス感染症の拡大による需要減退に加え、原油価格が低位で推移したことを受けて販売

価格が下落したことにより、前期を1,177億円下回る3,446億円となりました。

損益につきましては、在庫影響（総平均法及び簿価切下げによるたな卸資産の評価が売上原価に与える影響）が

87億円の原価押し下げ要因（前期は203億円の原価押し上げ要因）となったことに加え、国内石油製品市況の回復等

により、営業損益は前期と比較して357億円増益となる70億円の利益となりました。経常損益は、前期と比較して

370億円増益となる82億円の利益となりました。

親会社株主に帰属する当期純損益は、前期と比較して355億円増益となる65億円の利益となりました。

　 なお、当期の在庫影響を除いた実質ベースの損益については、営業損失相当額は16億円（前期比67億円改

　 善）、経常損失相当額は４億円（前期比80億円改善）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　 （流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ81億円増加の1,335億円となりました。主な要因は、たな卸資産の増加123

億円、受取手形及び売掛金の減少111億円、現金及び預金の増加23億円、未収入金の増加23億円であります。

　 （固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末と比べ６億円減少の1,195億円となりました。主な要因は、機械装置及び運搬具

の減少35億円、投資有価証券の増加21億円、建設仮勘定の増加20億円、建物及び構築物の減少５億円であります。

　 （流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ54億円増加の1,572億円となりました。主な要因は、短期借入金の減少99

億円、買掛金の増加82億円、未払法人税等の増加15億円、未払金の増加６億円であります。

　 （固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末と比べ48億円減少の475億円となりました。主な要因は、長期借入金の減少72億

円、修繕引当金の増加31億円であります。

　 （純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比べ68億円増加の481億円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加114億

円、資本剰余金の減少49億円であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当期末における現金及び現金同等物は、前期末に比して18億円増加し、123億円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

前期においては、たな卸資産の減少222億円、売上債権の減少165億円等による収入が、税金等調整前当期純損失

283億円等による支出を上回ったことにより、キャッシュ・フローは49億円の収入となりました。一方、当期にお

いても、売上債権の減少111億円、仕入債務の増加82億円等による収入が、たな卸資産の増加123億円等による支出

を上回ったことにより、キャッシュ・フローは227億円の収入となりました。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　前期においては、投資有価証券の売却による収入54億円等により、キャッシュ・フローは２億円の収入と

なりました。一方、当期においては、主に製油所施設等に係る有形固定資産の取得35億円等により、キャッシュ・

フローは40億円の支出となりました。なお、これらの投資資金は借入金及び自己資金等により賄いました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

前期においては、返済が進んだことによる長期借入金の純減少57億円等による支出が、短期借入金の純増加36億

円等の収入を上回ったことにより、キャッシュ・フローは40億円の支出となりました。一方、当期においても、返

済が進んだことによる長期借入金の純減少66億円及び短期借入金の純減少97億円等による支出により、キャッシ

ュ・フローは167億円の支出となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期

自己資本比率 21.8％ 23.9％ 23.8％ 16.8％ 19.0％

時価ベースの自己資本比率 10.1％ 11.1％ 6.5％ 5.9％ 7.0％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

－ 17.1年 － 25.8年 4.9年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

－ 3.1倍 － 1.9倍 16.5倍
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自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてい

ます。

（４）今後の見通し

　本見通しは、原油価格（ドバイ原油）60ドル／バレル、為替レート110円／ドルを前提としております。

　次期におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う石油需要の減少継続が見込まれることに加え、大規模定

期修理を実施することから販売数量は減少が見込まれるものの、原油価格の前期比での回復を想定していることから売

上高は増収を見込んでおります。

　一方で損益面では、在庫影響(総平均法及び簿価切り下げによるたな卸資産の評価が売上原価に与える影響)による原

価押し下げ要因の発生や化成品等の市況回復を見込んでいるものの、大規模定期修理の影響や自家燃料費の増加等によ

り営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに減益となる見通しであります。

　これらにより、次期の連結業績は、売上高3,947億円、営業利益27億円、経常利益19億円、親会社株主に帰属する当期

純利益17億円と予想しています。また、在庫影響を除いた営業損失相当額を５億円、経常損失相当額を13億円と見込ん

でおります。

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいています。実際の業績は、様々な要因により予想

数値とは異なる結果となる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は株主各位への利益還元を重要な経営課題のひとつと考えており、中・長期的な事業発展のための内部留保の充実

に留意しつつ、業績及び資金バランス等を勘案の上、安定的な配当の継続に努めることをグループ経営方針にも掲げて

おります。

　本方針の下、2021年３月期の期末配当については、当期業績等に鑑み2019年3月期期末配当と同額の１株当たり10円と

させていただきます。

　また、次期の配当につきましては、引き続き新型コロナウイルスの影響をはじめとした不透明な経営環境が継続して

いる現段階としては「未定」とし、配当予想の開示が可能となった段階で公表いたします。
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２．企業集団の状況

　当社グループは、当社、連結子会社７社及び持分法適用会社２社で構成され、石油の精製、貯蔵、調達、売買及び

原油・石油製品等の輸送・入出荷を主な事業内容としています。

　当社グループの事業に係る位置付けについては次のとおりです。

（2021年３月31日現在）

会社名 業務の内容

当社 石油の精製、貯蔵、調達、販売等

㈱ペトロプログレス 原油・石油製品の調達、販売

PETRO PROGRESS PTE LTD

ARAMO SHIPPING (SINGAPORE) PTE LTD 原油タンカー・LPGタンカーの保有、運航

富士石油販売㈱ 石油製品の販売等

東京石油興業㈱
道路舗装用アスファルト合材の製造・販売、道路舗装材等の産業廃棄
物処理による再生

富士臨海㈱
海上防災、原油・石油製品の入出荷、産業廃棄物の収集運搬、太陽光
発電

東海工機㈱ 各種プラントの建設・保全等

アラビア石油㈱ 石油開発プロジェクト関連の資産管理等

日本オイルエンジニアリング㈱
石油・ガス・その他エネルギーの開発・生産・環境対応に関するエン
ジニアリング、コンサルティング

当社グループ会社と関連当事者の関係を系統図で示すと次のとおりです。
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　 当社グループは、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を作成する方針です。

　 なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,769 15,143

受取手形及び売掛金 40,302 29,199

有価証券 - 200

たな卸資産 68,346 80,661

未収入金 1,212 3,564

その他 2,753 4,736

流動資産合計 125,384 133,505

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,791 13,242

油槽（純額） 3,468 3,085

機械装置及び運搬具（純額） 31,401 27,891

土地 51,668 51,542

建設仮勘定 847 2,875

その他（純額） 613 598

有形固定資産合計 101,791 99,236

無形固定資産

ソフトウエア 616 670

その他 132 134

無形固定資産合計 749 805

投資その他の資産

投資有価証券 16,490 18,613

長期貸付金 756 717

退職給付に係る資産 12 39

その他 729 500

貸倒引当金 △410 △409

投資その他の資産合計 17,579 19,461

固定資産合計 120,119 119,502

資産合計 245,504 253,007

　



富士石油株式会社(5017) 2021年３月期 決算短信

9

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 13,686 21,982

短期借入金 83,953 74,050

1年内返済予定の長期借入金 9,463 10,046

未払金 18,149 18,788

未払揮発油税 18,939 17,674

未払法人税等 90 1,600

賞与引当金 350 327

その他 7,160 12,815

流動負債合計 151,795 157,285

固定負債

長期借入金 33,622 26,376

繰延税金負債 9,002 9,038

特別修繕引当金 2,342 2,339

修繕引当金 4,578 7,719

退職給付に係る負債 2,397 1,421

役員退職慰労引当金 11 18

その他 457 620

固定負債合計 52,412 47,533

負債合計 204,207 204,819

純資産の部

株主資本

資本金 24,467 24,467

資本剰余金 30,396 25,495

利益剰余金 △9,886 1,543

自己株式 △1,431 △1,431

株主資本合計 43,546 50,075

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8 498

土地再評価差額金 1 1

為替換算調整勘定 △2,103 △3,194

退職給付に係る調整累計額 △299 651

その他の包括利益累計額合計 △2,393 △2,043

非支配株主持分 144 156

純資産合計 41,297 48,188

負債純資産合計 245,504 253,007
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 462,364 344,612

売上原価 486,751 333,157

売上総利益又は売上総損失（△） △24,386 11,454

販売費及び一般管理費 4,281 4,356

営業利益又は営業損失（△） △28,668 7,098

営業外収益

受取利息 98 46

受取配当金 329 94

為替差益 1,440 27

持分法による投資利益 1,248 2,777

タンク賃貸料 211 211

その他 190 279

営業外収益合計 3,519 3,436

営業外費用

支払利息 2,574 1,380

タンク賃借料 216 211

その他 838 648

営業外費用合計 3,629 2,241

経常利益又は経常損失（△） △28,777 8,293

特別利益

固定資産売却益 4 4

投資有価証券売却益 7 77

受取保険金 1,157 -

その他 - 3

特別利益合計 1,170 85

特別損失

固定資産除却損 58 111

減損損失 - 125

投資有価証券評価損 729 -

その他 - 3

特別損失合計 787 241

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△28,395 8,137

法人税、住民税及び事業税 74 1,519

法人税等調整額 572 75

法人税等合計 646 1,594

当期純利益又は当期純損失（△） △29,042 6,543

非支配株主に帰属する当期純利益 15 14

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△29,058 6,528
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △29,042 6,543

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91 489

為替換算調整勘定 △42 △218

退職給付に係る調整額 △225 950

持分法適用会社に対する持分相当額 △171 △872

その他の包括利益合計 △348 349

包括利益 △29,390 6,892

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △29,406 6,878

非支配株主に係る包括利益 15 14
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,467 30,396 19,944 △1,431 73,376

当期変動額

剰余金の配当 △772 △772

親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社

株主に帰属する当期純

損失（△）

△29,058 △29,058

自己株式の取得 △0 △0

欠損補填

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - △29,830 △0 △29,830

当期末残高 24,467 30,396 △9,886 △1,431 43,546

その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 △82 1 △1,888 △74 △2,044 204 71,536

当期変動額

剰余金の配当 △772

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

△29,058

自己株式の取得 △0

欠損補填 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

91 △214 △225 △348 △60 △409

当期変動額合計 91 - △214 △225 △348 △60 △30,239

当期末残高 8 1 △2,103 △299 △2,393 144 41,297
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　当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,467 30,396 △9,886 △1,431 43,546

当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

6,528 6,528

自己株式の取得

欠損補填 △4,901 4,901

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △4,901 11,429 - 6,528

当期末残高 24,467 25,495 1,543 △1,431 50,075

その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 8 1 △2,103 △299 △2,393 144 41,297

当期変動額

剰余金の配当 -

親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親

会社株主に帰属する

当期純損失（△）

6,528

自己株式の取得 -

欠損補填 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

489 △1,091 950 349 12 362

当期変動額合計 489 - △1,091 950 349 12 6,891

当期末残高 498 1 △3,194 651 △2,043 156 48,188
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△28,395 8,137

減価償却費 6,659 6,420

修繕引当金の増減額（△は減少） 518 3,141

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △141 △51

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 147 △2

受取利息及び受取配当金 △428 △140

支払利息 2,574 1,380

持分法による投資損益（△は益） △1,248 △2,777

受取保険金 △1,157 -

売上債権の増減額（△は増加） 16,588 11,102

たな卸資産の増減額（△は増加） 22,250 △12,315

仕入債務の増減額（△は減少） △17,565 8,295

未払揮発油税の増減額（△は減少） 564 △1,265

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,907 2,374

その他 11,833 △1,434

小計 7,292 22,865

利息及び配当金の受取額 646 353

利息の支払額 △2,640 △1,367

保険金の受取額 1,157 -

法人税等の支払額 △1,546 △126

法人税等の還付額 7 1,036

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,917 22,762
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,219 △5,128

定期預金の払戻による収入 5,792 4,263

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 5,489 98

有形固定資産の取得による支出 △6,362 △3,548

有形固定資産の売却による収入 4 9

国庫補助金等による収入 656 318

無形固定資産の取得による支出 △128 △82

貸付けによる支出 △0 -

貸付金の回収による収入 37 38

その他 △27 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー 241 △4,056

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,664 △9,707

長期借入れによる収入 13,700 2,800

長期借入金の返済による支出 △19,481 △9,463

配当金の支払額 △772 -

非支配株主への配当金の支払額 △76 △1

その他 △1,045 △340

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,011 △16,712

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △131

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,090 1,861

現金及び現金同等物の期首残高 9,383 10,474

現金及び現金同等物の期末残高 10,474 12,336
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

　(1) 連結子会社の数及び連結子会社の名称

　すべての子会社を連結しています。

　 連結子会社の数 7社

　㈱ペトロプログレス

　PETRO PROGRESS PTE LTD.

　富士石油販売㈱

　富士臨海㈱

　アラビア石油㈱

　日本オイルエンジニアリング㈱

　東京石油興業㈱

　２ 持分法の適用に関する事項

　(1) 持分法を適用した関連会社の数及び会社等の名称

　 持分法適用の関連会社の数 2社

　ARAMO SHIPPING (SINGAPORE) PTE LTD.

　東海工機㈱

　(2) 持分法を適用しない関連会社の数及び会社等の名称

　 持分法を適用しない関連会社の数 2社

　共同ターミナル㈱

　京葉シーバース㈱

　 持分法を適用しない理由

　持分法を適用していない関連会社については、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う

額)等のそれぞれの合計額はいずれも僅少であって連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため持分法適用

の範囲に含めていません。

　(3) 持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項

　持分法適用会社のうち、決算日が異なる会社については、当該会社の事業年度に係る財務諸表を使用してい

ます。

　３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社７社のうち、PETRO PROGRESS PTE LTD.の決算日は12月31日です。連結財務諸表の作成に当たり、当

該会社の12月31日現在の財務諸表を用いて連結し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、必要な調

整を行っています。その他の連結子会社の決算日は連結決算日と同一です。
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　４ 会計方針に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　①たな卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっています。評価方法はそれぞれ次の方法

を採用しています。

　ａ 商品・製品・原材料……総平均法

　ｂ 貯蔵品……移動平均法

　②有価証券の評価基準及び評価方法

　 その他有価証券

　時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法

　(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定)

　時価のないもの

　移動平均法による原価法

　③デリバティブ

　時価法

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　①有形固定資産

　機械装置のうち石油化学製品製造装置については定率法を採用し、その他の有形固定資産については主とし

て定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は次のとおりです。

建物及び構築物 ２～60年

油槽 10～15年

機械装置 ２～24年

　②無形固定資産

　定額法

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法によっています。

　(3) 重要な引当金の計上基準

　①貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

　②賞与引当金

　 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。

　③修繕引当金

　定期修理を要する機械装置の定期修理費用については、当該定期修理費用の支出見込額のうち当連結会計年

度に負担すべき額を計上しています。

　④役員退職慰労引当金

　役員退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しています。

　⑤特別修繕引当金

　消防法により定期開放点検が義務づけられている油槽に係る点検修理費用について、当該点検修理費用の支

出見込額のうち、当連結会計年度に負担すべき額を計上しています。

　(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっています。

　②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(10年)による定額法によ

り費用処理しています。数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(10年)による定額法により、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しています。
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　(5) 重要なヘッジ会計の方法

　①ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理を採用しています。

　ただし、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については、振当処理を採用しています。また、金利

スワップ取引のうち、特例処理の要件を満たす取引については、当該特例処理を採用しています。

　②ヘッジ手段とヘッジ対象

　ａ ヘッジ手段

　為替予約、金利スワップ

　ｂ ヘッジ対象

　為替・金利の変動により将来キャッシュ・フローが変動するリスクのある資産・負債

　③ヘッジ方針

　為替リスクのある資産・負債については、為替予約により、為替リスクをヘッジすることを基本としてい

ます。金利リスクのある負債については、金利スワップにより、金利リスクをヘッジすることを基本として

います。

　④ヘッジ有効性評価

　ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較

し、両者の変動額等を基礎にして有効性を判定しています。

　 なお、振当処理によっている為替予約、特例処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を

省略しています。

　(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金

及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償

還期日の到来する短期投資からなっています。

　(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

　①消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっています。

　②連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しています。

連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用

当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」（2020年法律第８号）において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われ

た項目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱

い」（実務対応報告第39号2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第28号2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金

負債の額について、改正前の税法の規定に基づいています。

(重要な会計上の見積り)

会計上の見積りは、連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当年度の連

結財務諸表に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌年度の連結財務諸表に重要な影響を及ぼすリスク

がある項目は以下のとおりです。

１． 石油製品精製事業におけるたな卸資産の評価

（１）当年度の連結財務諸表に計上した金額

　連結貸借対照表に計上したたな卸資産80,661百万円に係る評価損の要否を判断するため、総平均法による原価

法に基づく帳簿価額と、連結会計年度末における正味売却価額又は再調達原価との比較検討を行いました。検

討の結果、帳簿価額が連結会計年度末における正味売却価額又は再調達原価を超えているたな卸資産について、

たな卸資産評価損403百万円を認識し、期首戻入額との差額△19,622百万円を連結損益計算書の売上原価に計上

しました。
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（２）会計上の見積りの内容について連結財務諸表利用者の理解に資するその他の情報

　連結会計年度末における正味売却価額又は再調達原価の算定に際しては、合理的に算定された価額として、原

則として決算月における販売実績又は仕入実績に基づく価額を用いております。たな卸資産の評価は、その算

定の基礎となる原油市場や石油製品市場の相場変動が大きいことから高い不確実性を伴い、翌年度のたな卸資

産の評価に重要な影響を及ぼす可能性があります。

２．石油製品精製設備に係る減損損失の認識の要否

（１）当年度の連結財務諸表に計上した金額

　当連結会計年度において、近隣の土地の公示価格が当社の石油製品精製設備に属する土地の帳簿価額を下回っ

た状態にあることから、減損の兆候があると判断し、減損損失の計上の要否について検討を行いました。検討

の結果、割引前将来キャッシュ・フローが当社の石油製品精製設備97,511百万円を超えると判断されたため、

減損損失は計上しておりません。

（２）会計上の見積りの内容について連結財務諸表利用者の理解に資するその他の情報

　減損の兆候がある場合には、当該設備から得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と帳簿価額とを比較

することによって、減損損失の認識の要否を判定します。判定の結果、割引前将来キャッシュ・フローの総額

が帳簿価額を下回り減損損失の認識が必要とされた場合、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、帳簿価額の減

少額は減損損失として認識されます。

　当社設備から得られる割引前将来キャッシュ・フローの見積りは、翌期予算を基礎としており、当該設備の稼

働率や石油製品の販売価格、原油の仕入価格等を主要な仮定として織り込んでいます。

　これらの仮定は不確実性を伴い、将来キャッシュ・フローの見積りに重要な影響を及ぼす可能性があります。

(表示方法の変更)

(「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用)

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当連結会計年度の年

度末に係る連結財務諸表から適用し、連結財務諸表に重要な会計上の見積りに関する注記を記載しております。

ただし、当該注記においては、当該会計基準第11項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度に係る内容については記載しておりません。

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の影響）

新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を背景とする需要減少の影響を受け、少なくとも2022年3月期に

わたって機械装置の稼働率が低下することを見込んでおりますが、会計上の見積りに与える影響は重要でない

と判断しております。
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(セグメント情報等)

１ 報告セグメントの概要

　 前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

当連結グループは石油精製/販売事業のみの単一のセグメントであるため、記載を省略しています。

当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

当連結グループは石油精製/販売事業のみの単一のセグメントであるため、記載を省略しています。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

　 １ 製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しています。

　 ２ 地域ごとの情報

　(1) 売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

　(2) 有形固定資産

　本邦に所在する有形固定資産が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を省略していま

す。

　 ３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高

出光興産株式会社 321,662

(注)当連結グループは、単一セグメントであるため、関連するセグメント名の記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

　 １ 製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しています。

　

　 ２ 地域ごとの情報

　(1) 売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

　(2) 有形固定資産

　本邦に所在する有形固定資産が連結貸借対照表の有形固定資産の90％を超えるため、記載を省略していま

す。

　

　 ３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高

出光興産株式会社 230,190

ＥＮＥＯＳ株式会社 45,403

(注)当連結グループは、単一セグメントであるため、関連するセグメント名の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 534.02円 623.28円

１株当たり当期純利益金額又は１株
当たり当期純損失金額(△)

△377.07円 84.72円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

２ １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期
純損失金額(△)

　親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株
　主に帰属する当期純損失(△)(百万円)

△29,058 6,528

　普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益又は普通株式に係る親会社株主に帰
　属する当期純損失(△)(百万円)

△29,058 6,528

　普通株式の期中平均株式数(株) 77,062,482 77,062,479

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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５．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,011 7,814

売掛金 38,818 27,953

商品及び製品 28,557 29,128

原材料及び貯蔵品 39,793 51,519

未収入金 1,282 3,655

前払費用 1,298 1,259

未収還付法人税等 1,054 -

その他 353 3,458

流動資産合計 116,169 124,787

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,739 4,478

油槽（純額） 3,468 3,085

構築物（純額） 8,670 8,392

機械及び装置（純額） 31,081 27,402

車両運搬具（純額） 0 1

工具、器具及び備品（純額） 261 233

土地 50,834 50,709

リース資産（純額） 65 111

建設仮勘定 792 2,875

有形固定資産合計 99,914 97,289

無形固定資産

ソフトウエア 585 645

その他 7 7

無形固定資産合計 592 653

投資その他の資産

投資有価証券 565 943

関係会社株式 10,981 12,078

長期貸付金 753 716

その他 426 215

貸倒引当金 △410 △409

投資その他の資産合計 12,318 13,544

固定資産合計 112,825 111,486

資産合計 228,994 236,274
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(単位：百万円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 12,416 21,087

短期借入金 85,023 74,830

1年内返済予定の長期借入金 9,463 10,046

未払金 18,030 19,228

未払費用 121 141

未払揮発油税 18,939 17,674

未払法人税等 30 1,553

賞与引当金 350 327

その他 6,209 12,415

流動負債合計 150,585 157,306

固定負債

長期借入金 33,622 26,376

繰延税金負債 8,657 8,697

特別修繕引当金 2,342 2,339

修繕引当金 4,578 7,719

退職給付引当金 1,786 1,741

資産除去債務 102 103

その他 236 419

固定負債合計 51,326 47,397

負債合計 201,911 204,703

純資産の部

株主資本

資本金 24,467 24,467

資本剰余金

資本準備金 7,381 2,480

資本剰余金合計 7,381 2,480

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △4,901 4,110

利益剰余金合計 △4,901 4,110

自己株式 △1,797 △1,797

株主資本合計 25,150 29,260

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 - 378

土地再評価差額金 1,932 1,932

評価・換算差額等合計 1,932 2,310

純資産合計 27,083 31,571

負債純資産合計 228,994 236,274
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 454,032 336,460

売上原価 479,580 326,165

売上総利益又は売上総損失（△） △25,548 10,294

販売費及び一般管理費 3,597 3,671

営業利益又は営業損失（△） △29,145 6,623

営業外収益

受取利息 15 14

受取配当金 4,351 315

為替差益 1,522 32

タンク賃貸料 211 211

その他 110 204

営業外収益合計 6,210 778

営業外費用

支払利息 2,679 1,387

タンク賃借料 216 211

その他 835 644

営業外費用合計 3,731 2,243

経常利益又は経常損失（△） △26,665 5,159

特別利益

受取保険金 1,157 -

関係会社株式受贈益 - 1,096

特別利益合計 1,157 1,096

特別損失

投資有価証券評価損 729 -

減損損失 - 125

固定資産除却損 50 109

特別損失合計 779 235

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △26,287 6,019

法人税、住民税及び事業税 △77 1,869

法人税等調整額 558 40

法人税等合計 480 1,909

当期純利益又は当期純損失（△） △26,767 4,110
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 24,467 7,381 7,381 22,638 22,638

当期変動額

剰余金の配当 △772 △772

当期純利益又は当期

純損失（△）
△26,767 △26,767

欠損補填

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - △27,539 △27,539

当期末残高 24,467 7,381 7,381 △4,901 △4,901

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △1,797 52,690 △222 1,932 1,709 54,400

当期変動額

剰余金の配当 △772 △772

当期純利益又は当期

純損失（△）
△26,767 △26,767

欠損補填 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

222 222 222

当期変動額合計 △0 △27,539 222 - 222 △27,317

当期末残高 △1,797 25,150 - 1,932 1,932 27,083
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　当事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 24,467 7,381 7,381 △4,901 △4,901

当期変動額

剰余金の配当

当期純利益又は当期

純損失（△）
4,110 4,110

欠損補填 △4,901 △4,901 4,901 4,901

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △4,901 △4,901 9,011 9,011

当期末残高 24,467 2,480 2,480 4,110 4,110

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

評価・換算差額等

合計

当期首残高 △1,797 25,150 - 1,932 1,932 27,083

当期変動額

剰余金の配当 -

当期純利益又は当期

純損失（△）
4,110 4,110

欠損補填 -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

378 378 378

当期変動額合計 - 4,110 378 - 378 4,488

当期末残高 △1,797 29,260 378 1,932 2,310 31,571

　


